
北海道観光振興機構事業との連携① 

～広域ルート形成促進事業…各３２０万～ 
           

○網走～紋別 
  ・オホーツク花回廊・食回廊・美味回廊[4月～6月末]  

      ・オホーツク流氷回廊[１月～3月]  

○弟子屈～中標津～根室管内 
  ・大自然への道 終着点からその先へコンテンツ整備[冬期から夏期へ] 

○十勝管内～阿寒知床 

  ・冬の十勝拠点周遊と流氷ゾーンルート整備事業[１月～3月]    

      ・十勝コンテンツ半日or一日の３次交通と広域周遊ネットワーク   

○層雲峡～北見～網走 
  ・北見市内コンテンツ整備と39号線対策[夏秋期] 
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広域周遊ルート事業コンテンツ＆ルート整備から 

まだまだ出てくる追い込み冬商材 



北海道観光振興機構事業との連携② 

～東観協広域観光推進事業 各２５０万～４００万 
           

○５空港と2次交通整備事業 

  ・エクスプレス運営と販促  

      ・６次交通観光体系化ネットワークシステム運営管理による販促 

○釧網本線活性化事業 

  ・エクスプレス×釧網本線ルート開発 6次交通ネットWEB販促 

○Re❤birthプロジェクト 

  ・女性市場マーケティング調査    

      ・地域別女性向コンテンツ整備×2次交通セット化 WEB地域発信  

○ひがし北海道自然美への道 DMO設立準備事業 

  ・マーケティングデータ マネージメント他地区研究 事業基盤造り 
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北海道観光振興機構事業との連携③ 

～各地域広域観光推進事業 各２００万～４００万 
           

○フードトレイル 

  ・網走 フードバル 海明け毛ガニ 

  ・北見 ミートクーポン 

  ・十勝   とかちフードトレイル まんぷくバスタクシー 

  ・３つ星街道 知床摩周阿寒パスポート ネーチャー体験と食連携 

  ・北太平洋シーサイドライン シーサイ丼 

  ・中標津チーズクーポン レンタカー販促 

○地域コンテンツ   

  ・別海 氷平線 商品化 

  ・39号線 白花豆畑散歩 商品化  他 
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ひがし北海道冬期主要コンテンツ体験人員 

網走おーろら 

紋別ガリンコ 

羅臼 ウトロ 

豊頃 

野付半島 

３００００人 

９７０００人 

流氷ウオーク５７００人 

五湖２３００人 

フレぺの滝４０００人 

計１２０００人 

ガイドツアーは300人だが 

川湯温泉 阿寒湖 

朝散歩１０００人  わかさぎ６５００人 

たんちょう号７００人 

ツルセンター有料施設 １６０００人 

SL湿原号 8000人 

層雲峡GATE 

層雲峡氷瀑まつり 

十勝川彩凛華 

然別湖コタン 

サホロ 

帯広 

中標津 

流氷バードクルーズ 

６５００人 

ガイドツアー１３００人だが 

摩周湖 星・霧氷５００人 

釧路川冬カヌー 900人 

釧路 

十勝GATE 

好調 

好調 

東観協調べ野竹加工 
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氷 平 線 この冬ブレイク!? 

これはまさしく 

ウユニ塩湖！ 



この冬ブレイク!? 

ジュエリーアイス 
昨年のプレゼンで発表、その後、桁の違う反響。ジュエリーアイス 



【バスの
運行】 

目的 

ポテン
シャル 

販売
発信 

商品
化 

素材
情報 

DMC直販 

Explore DP(素材＋宿＋足) 

スケルトン商品 

・ブロック 

  フリーパス 

Explore ｈｐ 

（拠点周遊 

モデルルート整備) 

DMO発信キュレーションサイト 

・北海道ラボ 

・ひがし北海道ラボ 

コンテンツ整備 

地域広域DMO想定と経過事業から  

市場⇔地域⇔旅行会社 販売体制の構築図 

地上セット化 

カスタマイズ手配 

システム構築 

6次交通観光
体系 

1次交通 2次交通 3次交通 
１次+２次交
通 

３次元の商
品化 

Airセット化 

(国内/国際乗継） 
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ひがし北海道   自然美への道 ＤＭＯ 
  ～Ｅｘｐｌｏｒｅ the Ｗｏｎｄｅｒｌａｎｄ Ｅａｓｔｅｒｎ Ｈｏｋｋａｉｄｏ～ 

アジアの宝・多様性DiversityをツナグDMO  

交通 

地域 通信 

Diversity 

【目的】  

広域による交通・通信課題の克服により 

効果的な観光地経営を推進する戦略法人 

<地域ポテンシャルアップから商品化販売へ> 

    マーケティング・コンテンツ/2次交通/受入体制整備・商品化・プロモーション・販売      

日本の端で広大なひがし北海道をアドバンテージに！ 
⇒３つの機能のイノベーションによる  

大逆転！ 
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ひがし北海道   自然美への道 ＤＭＯ 
  ～Ｅｘｐｌｏｒｅ the Ｗｏｎｄｅｒｌａｎｄ Ｅａｓｔｅｒｎ Ｈｏｋｋａｉｄｏ～ 

アジアの宝・多様性DiversityをツナグDMO  

自然美への道 

６次交通観光
体系化 

多様性 

高付加価値 

【キーコンセプト】  

①自然美への道 

②ひがし北海道ならではの多様性 

③6次交通観光体系化 

～ひがし北海道ならではの高付加価値～ 
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ひがし北海道   自然美への道 ＤＭＯ 
  ～Ｅｘｐｌｏｒｅ the Ｗｏｎｄｅｒｌａｎｄ Ｅａｓｔｅｒｎ Ｈｏｋｋａｉｄｏ～ 

アジアの宝・多様性DiversityをツナグDMO  

自然美
への道
STORY 

文化とライ
フスタイル
と自然 

花・景観 

と自然 

食と 

自然 

動物と 

自然 

冒険と 

自然 

アジアの宝・自然美・聖地への道の商品化 24 



★マスツーリズム期（H11年迄）と現在との環境の変化 

○顧客変化 団体エスコート型から個人型へ 

○体制変化 発地型⇒着地型観光へ ～顧客による着地型観光商品の観光化 

 

【オフシーズン寄り 新たな顧客創造】 

①新たな外国人客 エスコート型に加えFIT型へ 新興国(タイマレーシア) 

②新たなシニア層   keyword:食・自然体験商品・交通 

③新たな女性層    keyword：２次交通・癒し・lifestyle・photo 

   

【オンシーズン寄り 新たな顧客創造】 

④レンタカー＞ ２次交通      

レンタカー客しか来ない…でなく⇒レンタカー客しか来れな くしてきた実態  

 ⇒『自然美への道』  新しい顧客創造 

④レンタカー＜ ２次交通 に転換 

「マスツーリズムから着地型観光へ 地域DMOと広域DMOによる付加価値化」 
 （2014）日本観光研究学会発表資料 野竹 
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～ひがし北海道バスネットワーク～ 
【広域ルートバス+エクスプレスバス+1・2・３次交通】 

○２０１７ 夏：広域ルートバス 冬：広域ルートバス+エクスプレス+１・２・３次交通  

○２０１８     同上               +夏：エクスプレスcharenge 

○２０１７ 夏：広域ルートバス 冬：広域ルートバス+エクスプレス+１・２・３次交通  

～２０２０新千歳空港民営化年～ 

 ～【広域ルートバス+エクスプレスバス+1・2・３次交通】  

通年 販売体制へ 
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○２０１７ 夏：広域ルートバス+１・２・３次交通          システム始動 

          冬：広域ルートバス+エクスプレス+１・２・３次交通            

○２０１８     同上               ＋夏：エクスプレスcharenge 

○２０１９       同上               ＋夏：エクスプレス本格稼働 



季節格差と新しい顧客への期待 
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

系列1 現在の 

宿泊人員 

千人 

シニア 

トップ 

オホーツク圏宿泊客数 

観光局H28 

外国人 

⇒トップとオフにおける交通＆顧客層対処が大命題 27 


